
北九州広域都市計画地区計画の変更（北九州市決定） 

都市計画三ケ森四丁目地区地区計画を次のように変更する。 

名 称 三ケ森四丁目地区地区計画 

位 置 北九州市八幡西区三ケ森四丁目地区 

面 積 約７．２ha 

地区計画の目標 

当地区は、副都心黒崎地区の南西約５㎞に位置し、周辺を住宅地に囲まれた区域

にある。土地区画整理事業の施行によって、道路等の都市基盤施設が整備され、広

範囲の周辺住宅地を含む永犬丸地区の中心商業核の一部を形成している。 

このため、幹線道路に面する当地区は、商業・業務施設及び住宅等を適切に誘導

し、生活利便性の向上を図りつつ、健全で良好な市街地環境の形成及び保全を図る

ことを目標とする。 
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土地利用の

方針 

周辺の市街地環境に配慮しつつ、地区の中心商業核にふさわしい商業・業務施設

及び住宅等の立地を促進し、適正かつ合理的な土地の高度利用を図る。 

建築物等の

整備の方針 

商業・業務機能及び居住機能の充実により、魅力あふれる都市空間を形成するた

め、建築物等の用途、規模及び形態又は意匠について必要な制限を行う。 
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建築物等の

用途の制限 

 次に掲げる建築物は、建築してはならない。 

１ 自動車教習所 

２ 畜舎（床面積の合計が１５㎡以内のものを除く。） 

３ 原動機を使用する工場で作業場の床面積の合計が５０㎡を越えるもの 

４ 建築基準法別表第二（と）項第３号に掲げる工場 

５ 倉庫業を営む倉庫 

６ 建築基準法別表第二（と）項第４号に掲げる危険物の貯蔵又は処理に供するもの 

建築物の建

築面積の敷

地面積に対

する割合の

最高限度 

 建築物の敷地面積が３００㎡に満たない敷地については、６／１０とする。 

建築物等の

高さの最高

限度 

 建築物の敷地面積が３００㎡に満たない場合においては、次に定める高さをいずれ

も超えてはならない。 

１ 建築物の各部分から前面道路の反対側の境界線までの水平距離（２０ｍを超える

部分を除く。）に１．２５を乗じて得たもの。ただし、前面道路の境界線から後退した

建築物の適用については、「前面道路の反対側の境界線」とあるのは「前面道路の

反対側の境界線から当該建築物の後退距離（当該建築物から前面道路の境界線

までの水平距離のうち最低のものをいう。）に相当する距離だけ外側の線」とする。 

２ 建築物の各部分から隣地境界線までの水平距離に１．２５を乗じて得たものに２０

ｍを加えたもの。 

建築物等の

形態又は意

匠の制限 

１ 建築物の外側又はこれに代わる柱及び屋根の色は、地区の環境に調和した落ち

着いたものとする。 

２ 広告物又は看板類の表示は、自己の用に供するものに限定するとともに、その形

態又は意匠については、周辺の環境に調和し、優れた都市景観の形成に寄与する

ものとする。 

「区域は計画図表示のとおり」 

理 由 

都市計画区域の変更に伴い、「北九州都市計画」を「北九州広域都市計画」に変更するものである。 

当初 ： 平成８年１月５日告示 第１７号  変更（最終） ： 平成２９年１月２４日告示 第２９－２号 




